
 

 

 

 

 

むつ市議選 皆様のご支援に感謝します、杉浦候補、見事再選を果たしました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【今回選挙結果の特徴】 

投票率、有効投票数、議員構成  

・ 今回は前回に比較して有権者数は 45,916名（前回：48,588名）で 2,672名減少。 

・ 投票率は 53.2％で前回比 4.12ポイント減少、その結果、有効投票数は 24,082票（前回：27,503票）で 3,421

票 14.2％の減少。 

・ 旧自治体区分は旧むつ 15名、旧大畑３名、旧川内２名、旧脇野沢２名と前回と変わらず。 

・ 新議員年齢構成は 80歳代２名、70歳代８名、60歳代２名、50歳代６名、40歳代２名、30歳代２名と 60歳以上

が過半数を占める。 

各陣営の得票状況 

・ 多くの候補が前回票を減少させ、増加した候補は５名にとどまる分析の難しい形となった。 

・ トップ当選の井田氏は引退した山本氏の地盤引継ぎが奏功。 

・ 共産候補は現有議席を確保も前回比２名合計で 559票の減少。 

・ 公明票も新旧交代があったが現有議席を確保、しかし２名合計で 584票の減少。 

・ 前回 1,000票以上を獲得した不出馬の元議員票がいずれへ分散したのか、SNSに特化した選挙戦で勝利した候補

などの分析は今後必要となる。 
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10月１日に投開票されたむつ市議選は、杉浦弘樹候

補は第 7位で堂々当選致しました。皆様のご支援にあ

らためて感謝申し上げます。 

今回の市議選には 26名（定数 22名）が立候補し少

数激戦で、しかも４月の補選で無投票当選した２名が

含まれており、その実力が測り知れないことやポスタ

ーや選挙カーなどを一切使わず SNS戦術に特化した候

補者などがあり、先の読めない展開が続きました。投

票率は 53.2%で、過去最低だった前回を 4.12ポイント

下回わりました。 

結果としては前回より順位を１つ上げて上位当選と

なりました。しかし、陣営としては連合推薦候補が１

名だったことを考慮すれば、激戦といえども約 200票

ほど前回獲得票を減らしていることなど厳しい総括も

必要となります。また共産党も２議席確保したものの

前回票を 560票減らすなど、野党系にとってはいずれ

も厳しい結果となりました。 

また新人議員１名の政治姿勢が注目されます。 

【むつ市議選今回得票と前回得票との比較】 



むつ中間貯蔵施設、本当に動き出すのか！ 
搬出先がないままの搬入は永久貯蔵につながります 

使用済み燃料は全量再処理する方針になっていますが、

この間のプルサーマル計画や高速増殖炉開発計画の頓挫

でプルトニウムの余剰は明らかです。仮に六ケ所再処理

工場が運転開始したとしても、本格操業できる見込みは

推進派の人たちにもありません。今後、再稼働が進めば

使用済み燃料の発生量は、六ケ所再処理工場のフル操業

の能力よりも多いため、第２再処理工場というあり得な

いものが動かない限り、中間貯蔵したものを搬出するこ

とはできません。まさに貯蔵施設は「中間」ではなく、

実質的に再処理路線が不能となり「永久貯蔵」施設にな

らざるを得ません。 

むつ中間貯蔵施設のキャスク貯蔵方式は、金属のキャ

スク（容器）に入れて貯蔵する方式です。金属容器方式

の場合、輸送容器と兼用ですから、運んできてそのまま

貯蔵することになり、受け入れの際の手間が簡単である

こと、除熱は空気の自然循環方式で停電等の心配も要ら

ず、メンテナンスが簡易であることが利点と考えられま 

す。しかし、この方式はまだ殆んど実績がありません。 

国内での実績は、事故を起こした福島第一原発構内の

70tU分の施設と、東海第二原発の 260tUの施設（2001年

から利用）の２施設だけです。短期間の実績しかないた

め、強い放射線と熱にさらされつづけるキャスクがどの

程度持つのかが問題です。キャスクの耐用年数は約 60 年

とされていますが、本当にこの期間大丈夫でしょうか。 

また、「中間貯蔵」といっても第二再処理工場が稼動

して「中間貯蔵」施設から搬出できることなどありえな

いので、40～60 年後にはキャスクの破損や寿命による詰

め替えが必要になると考えられます。ところが、手法な

どは結論が出ておらず詰め替えのための設備はどこにも

用意されていません。詰め替えようとして、キャスクの

２重になっている蓋を開けようとすると、中からの放射

性ガスの漏出など危険がいっぱいだからです。 

こうした状況下で本当にむつ市は搬入を受け入れるの

でしょうか。 
 

リサイクル燃料貯蔵（RFS 社）が保安規定認可取得をむつ市へ報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 30日に RFS

社はむつ市を訪れ

て保安規定認可の

報告をしました。 

その中では右の

ようなやり取りが

行われました。 

 すでにマスコミ

で報じられている

通り、具体的な内

容は殆どなく、親

会社の支持待ち状

態です。 

むつ市はこうし

たやり取りを踏ま

え、以下の考え方

をしましました。 

（9/8むつ市議会

中間貯蔵問題特別

委員会資料より） 
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「核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会」など 
県内 13団体が共同で福島の「汚染水海洋放出に対する抗議文」を発出しました 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

リサイクル燃料貯蔵㈱、関西系原発（加圧水型原子炉 ）のキャスク受入れ可能へ事業変更申請 
関西電力の使用済み核燃料受入れの布石か…リサイクル燃料貯蔵㈱は否定 

 同社は受入可能なキャスク（使用済み核燃料格納金属

容器）を主に関東以北で使われている沸騰水型原発のキ

ャスクに限定した事業許可でしたが、９月 21日に関西系

原発の加圧水型原発用キャスクの搬入についても事業許

可申請をしました。確かに同社の親会社の一つである日

本原子力発電の福井県敦賀原発２号機は加圧水型原発で

すが現在運転停止中で貯蔵率も 63％程度で決してひっ迫

している状態ではありません。 

 もし、最初からこちらの使用済み燃料収納を予定して

いるのであれば当初から事業許可を得るのが当然と思わ

れます。ここにきて急遽、許可申請をした背景に本当に 

今いちばん、中間貯蔵施設を渇望している関西電力の原

発からの搬入を念頭に置いたものではないかと疑惑がも

たれます。もちろん、同社はこのことは全面否定してい

ますが、東京電力の柏崎刈羽原発からの搬入がスケジュ

ール化できない状況と相俟って大いに気になります。 

 ちなみに関西電力の 

原発はすべて加圧水型 

原発です。 

一方の東京電力の原 

発はすべて沸騰水型原 

発です。 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

《集会呼びかけ人》 

・野坂 庸子(核の中間貯蔵施設はいらない!下北の会代表) ・菊川 慶子(花とハーブの里・六ヶ所村) 

・中嶋 寿樹(原発核燃をなくす下北の会) ・古村 一雄(核燃料廃棄物搬入阻止実行委員会代表) 

・浅石 紘爾(核燃サイクル岨止 1万人訴訟原告団代表) ・種市 信雄(六グ所・核燃から漁場を守る会) 

・今村 修(原水禁青森県民会議代表) ・嗚海 kakunenn清彦(反核燃りんこ農家) 

・大竹 進(なくそう原発・核燃、青森ネットワーク共同代表) 《むつ行動実行委員長》中嶋 寿樹 

福島第 1原発の汚染水の海洋放出で、

東京電力は９月５日、２回目の放出を始

めました。こうした海洋放出は少なくと

も今後 30年間は続くと言われています。 

 こうした状況下、９月 11日、上記の

「核の中間貯蔵施設はいらない！下北の

会」など県内の 13団体は連名で抗議文を

内閣総理大臣、経済産業大臣、環境大

臣、原子力規制委員会、東京電力ホール

ティングスへ発出しました。また、同日

は「核のゴミから未来を守る青森県民の

会」の佐原若子共同代表らが記者会見を

行い、汚染水海洋放出に対する抗議表明

を行いました。 

 
9/12 デーリー東北→ 

核燃サイクル絶対反対！再処理やめろ！空に海に放射能を流すな！子どもたちを放射能から守れ！ 
 
 
 

●六ケ所再処理工場本格操業反対！ ●むつ使用済み核燃料中間貯蔵施設反対！ 

●東通原発東京電力１号機建設反対！ ●東通原発東北電力１号機再稼働反対！ 

●大間原発絶対反対！ ●フクシマを忘れない！ 

１１月１１日（土）午後２時 下北文化会館 大集会室 

 ・中間貯蔵問題現状報告 ・ビデオ学習会 ・反原発生産者産直市場 

★ 



むつ市議会へ「学校給食無償化」の声を届けましょう 
全国 1,942自治体のうち 493自治体で完全無償化が実施されています 

「むつ市の給食無償化をめざす会」（向井宏二会長）

では学校給食は児童生徒の健全な発達に大きく貢献する

として、市独自で地方創生推進交付金の活用や財政調整

基金の活用などで完全無償化するよう求めています。 

 この課題は昨年６月のむつ市議会で「学校給食の無償

化」に関する請願として国への意見書採択を求めたもの

の杉浦議員および工藤、佐藤（共産）議員以外の反対で

否決されています（浜田議員は欠席）。 

同会は 12 月議会提出をめざして署名活動などの行動を

強めています。皆さんのご支援ご協力をお願いします。 

２億３千万円余りの予算で実現が見込まれます 

 2019 年度の給食費 1 食当たりの保護者負担は平均する

と１食 328 円です。むつ市の場合、総額で約２億３千万

円となります。これはむつ市の年間予算約 405 億円の

0.6％未満であり、十分可能な金額です。 

学校への納入金で最も大きいのが給食費です 

 現在の給食費(年額)は小学校で平均 61,902円、中学校

で 66,850円です。これは学校への納入金全体の学年や給

食日数による違いもありますが 50～75％を占め、家計へ

の大きな負担となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 
むつ市の子どもの取り組みは注目されています、 

ぜひ、その立場で給食費問題もしていただきたいものです 
9/10のデーリー東北「私見創見」欄に掲載された論文です 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ むつ
．．

市内の
．．．

方へは
．．．

署名用

紙と返信用封筒を同封しまし

た。署名は５名分、書かれて

いなくても大丈夫ですので、

ぜひご協力をお願いします。

（封筒は切手不要です） 
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新聞記事拾い読み 
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【トピックス】 なんと粋な新聞テレビ番組欄！ 
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【トピックス】    「失われた 30年」とは 
 新しい言葉ではありませんが、あまりの経済格差と

極端な物価高にこの言葉が今、注目を浴びています。 

 「失われた 30年」とは、ある国あるいは地域におけ

る約 30年間の経済低迷の通称を指す言葉です。 

 実質経済成長率が長期にわたり低迷、名目国内総生

産（GDP）は 30年の間で日本 1.5倍増にとどまり、こ

れに対し米国 3.5倍増、中国 37倍増、ドイツ 2.3倍増 

となっています。下の表をご覧ください。 

《函館市議会》 
福島原発汚染水海洋投棄反対意見書可決 
函館市議会は９月 19日の本会議で、福島第１原発事

故のアルプス処理水の海洋放出を直ちに中止するよう

求める意見書を自民系会派と公明党は反対しましたが

立憲や共産などが賛成し 14対 12で可決しました。 

 同意見書は政府と東京電力の対応について、「漁業

者と交わした『関係者の理解なしにいかなる処分も行

わない』との約束を反古にした」と批判。「海洋放出

を強行し、地元漁業の復興を阻害することは断じて許

されない」としています。本県とは大違いです。 
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憲法 9条にノーベル平和賞を！今年は選出されませんでしたが活動継続を確認しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

購入希望者は栗橋までご連絡ください 

【編集後記】先月から今月にかけては市議会議員選挙で

超多忙な日々でした。おかげさまで杉浦氏は上位当選を

果たし、いよいよ２期目の活動に入りました。初めての

会計責任者という任務も本日（10/12）無事に作業を終

えることができました。また、ご承知の通り山口県上関

町の中国電力による使用済み核燃料中間貯蔵施設建設問

題が大きく動き出しました。町長の判断で調査受け入れ

となりました。このことから上関原発に反対しているグ 

ループや現地新聞社から問い合わせや照会が数多くあ

り、素人反対派の自分には適格な対応が難しく難儀しま

した。10日には地元県議や市町村議の方を交えた ZOOM

会議で１時間半にわたる講師と質疑でかなり疲れまし

た。それでも今まではこの問題が当市だけだったのが、

幸か不幸か一緒に考える仲間ができたことは心強い限り

です。また、来月には本計画に懐疑的な各級議員さんた

ちが当地を訪れる予定があるとのことでした。（栗） 

映像記録 DVD 
絶賛発売中！ 

核施設と軍事施設が密集する下北半島をルポライター鎌田慧さん（弘前市出身）
が下北半島の歴史と今を語り歩く 

頒価 1,000円/収録時間 2：30 

市民団体「憲法９条にノーベル平和賞を！実行委員会」は今年３月に今年のノ

ーベル平和賞候補に「安保法制違憲訴訟全国ネットワーク」と「9条改憲 NO！全

国市民アクション」の２団体をノーベル賞委員会に推薦し、今年の平和賞候補と

して受理された 305件の個人、団体に名前を連ねていました。 

ロシアのウクライナ侵攻など世界ではなお戦争が止まらず、日本も軍備増強に

走っている今こそ憲法９条に世界から関心を向けてもらいたいとの趣旨で進めた

この活動は 20,505筆の署名をノーベル委員会へ提出しながら、期待を込めて選

考経過を見守りました。 

結果はイランの人権活動家 ナルゲス・モハンマディさんが受賞しました。残

念ながら「憲法九条を守る活動」ではなかったですが、女性に対する弾圧と闘

い、人権と自由を守るために、悪政と迫害の中、身を挺して頑張っているナルゲ

スさんに世界の関心が向けられ、取り巻く環境が良くなることを願います。 

これを受けて同実行委員会は戦争が世界中からなくなることを願い、それぞれ

の置かれているところで出来ることをやって行こうとの立場で来年も引き続き

「憲法９条を守る活動」にノーベル平和賞を願い活動は続けるとしています。 

来年こそぜひ実現したいものです。 新聞記事は 2014 年当時の朝日新聞です。 

 

 



 

 

東通村・尻労 
東通村北東部、桑畑山の太平洋側には、海岸段丘面に

形成された「尻労」という名前の地区がある。 

 1889（明治 22）年の町村制施行で同村が発足する前

は、尻労村として独立していた集落だ。 

歴史や地名などに詳しい元小学校長の三浦順一郎さん

＝むつ市＝によると、尻労はもともと、「志利労（シリ

ツカリ）」と表記されていた。 

 地名の由来はアイヌ語で、「シリ」は山、「ツカリ」 

は手前の意味。“山の手前″にある土地柄から漢字が当

てはめられ、アイヌ語独特の発音法で「シツカリ」と呼

ばれるようになったという。 

 青森県内には、アイヌ語が由来とされる地名は多い

が、中には断定できない地区も。ただ、尻労は、北海道

長万部町にある地区で、尻労同様に山の麓で南北に長い

砂浜が続く「静狩」（シズカリ）と、地形や呼び方が酷

似する。 

 三浦さんは、「尻労はアイヌ語が由来と断言できる、

かつてはアイヌ民族も住んでいたのだろう」と話す。 

東通村・白糠 
 東通村の南端、六ヶ所村との境には「白糠」という地

名の集落がある。古くから漁業で栄え、近年は、東通原

発の立地により国のエネルギー供給基地としても繁栄。

東通村内で最も世帯数と人口が多い地区だ。 

 村史などによると、白糠は 1889（明治 22）年の町村

制施行まで、一つの村として独立していた。地名の由来

は諸説あるが、アイヌ語から名付けられているという説

が最有力。 

 「シラル」は岩や磯を、「カ」は上をそれぞれ意味し

ており、干潮時には平磯が現れる海が地区の東側に広が

る土地柄から「シラヌカ」と呼ばれるようになった。 

 北海道にも同集落と同字同音の町があり、地形的にも

類似。こうした状況からもアイヌ語由来が有力という。 

 白糠地区には、船に加えて車で通行する際にも目印と

なる白糠灯台（物見崎灯台）も立っており、同地区は太

平洋側での“下北の入り口”のような位置付け。国重要

無形民俗文化財の能舞も伝承され、文化の面でも歴史が

深く刻まれている。 
 

下北の民話から  
◇大畑川の大ナマズ◇ 

 むかし、大畑川に小さなクジラ位もあるでっけえナマ

ズがいた。動きまわると川の水がウワーっと盛り上がっ

て家を水浸しにする。海へ魚を食べに行ったナマズが、

また川へ帰ってくる時も、津波のようにドバァーっと海

の水が溢れ、村の家々を水浸しにしてしまう。 

 村人たちは困って、ナマズ退治を企てたが、その時の

凄まじいナマズの暴れようには、手のつけようもない。

そこで村人は、村の春日神社にナマズ退治をお願いし

た。すると、「我は春日大明神なるぞ。汝らの苦しみを

救うであろう。ただ、 

我に米の飯を供えよ」 

と声があった。村人ら 

は家に帰り、飯を炊き、 

神前に供えた。 

 その時、海の方で物 

凄い音がした。村人ら 

が出てみると、海の中に腰まで入って何かを押さえてい

る、小山のように大きな逞しい男がいた。「神様だ！」

村人らは手を合わせた。 

 「我に握り飯を与えよ」の大男の声に、村人らは供え

ていた各自の飯を集めて、大きな握り飯を作り、その大

男へ向って放った。と、大男は右手でパッと受け取る

と、またたく間に食べ、今度は両手で海の中から船より

も大きなナマズを空中へ差し上げると、「汝に天罰を与

えるであろう」と、川向うの岩山をめがけナマズを投げ

つけた。天地を揺るがす大きな音に、村人は気を失って

しまった。村人らが気がついた時、大男の姿もナマズの

姿も消えていた。この時から大畑川に大ナマズはいなく

なった。春日神社にお握りを盛りあげて上げるしきたり

は、この時からはじまった。どっとはらえ 

◇エビの腰曲がり◇ 

 むかし、川内のある沼にナマズの王様が住んでいたん

だって。その王様が毎晩、なんだ知らないが大きなもの

の中で、自分がワヤワヤもがいている夢ば見るもんだか

ら、家来のエビにそのことを話したら、「そんならカニ

の占い師に、占ってもらいあんしょ」と言ってカニの占

い師を連れてきたんだと。 

 カニの占い師が、「インギン ゴーリキ ピシャピシ

ャ……」って唱えていたら、「王様、分かりあんした。

これはどうもよくねえ夢だ。その大きな物っちゅうのは

網のことで、王様が近いうちに漁師の網で捕まえられる

ということだ」と言ったもので、カンカンに怒った王様

が「なんて縁起の悪いこと言う奴だ！」って、カニを捕

まえ、そばの岩にバシッとぶっつけたら、カニはピチャ

ンって、今のように甲羅が平らになってしまったとさ。 

 家来のエビがそれを見て「カニの占い師を連れてきた

のはオラだして、オラも王様に怒られればまいねして」

と、わらわらと逃げて、そばの高い崖から下ヘピョンと

飛び降りたら、下の大岩に腰をビシンとぶっつけて、そ

れで今のようにエビの腰ぁ、グニャと曲がってしまった

じ話っこだ。どっとはらえ 

  

 

シリーズ・歴史を紐解く⑪ 
このコーナーはデーリー東北に不定期に掲載

される「北奥羽の地名」より転載しています。 ふるさとの地名の由来 

【文：北彰介氏】 
 

読売新聞青森版

に１９９７年から２年

間にわたって掲載さ

れた 『青森の民話

100 話』より転載した

ものです。 


